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月信 第五号 
  「ロータリー財団月間に向けて」 

―世界に開こう、心と目を―             
 

  本当の幸せは、自分だけの小さな世界からは生まれないのであります。私達大人の社会でも、しば

しば見られる他人迷惑なモラルや責任感の無さなど、世界や社会との連帯感の無い生き方にも原因があ

る様に感じられるのです。 
 外国人から見て日本人は３Ｓ民族だというのです。それはＳｍｉｌｅ(笑い)、Ｓｉｌｅｎｔ(沈黙)、Ｓ

ｌｅｅｐ(居眠り)と言う三つの悪いクセを持っていると指摘しています。 
 これは外国人だけでなく、私達日本人としても十分に感じている所ですが・・・。 
 例えば会議などに出席した時、日本人は周りに同調して無意味に笑う・・。また会合などでも、人の

話は熱心に聞くのに、さて「何か質問は?」と聞かれると、いっせいに沈黙してしまう・・。さらにと

ころかまわず居眠りのふりをする・・。こう言われてみると、私達に当てはまる事の気がしますネッ。 
 
 このような３Ｓ人間では、相手の立場や心情を正しく理解する事も、自分の気持ちや意見を十分に相

手に知ってもらう事も出来ないわけですから、とりわけ国際化時代と言われている現代に、無能人間の

ような印象を与える事になり、日本人の評価にもかかわる事は残念な事で有ります。また東南アジアの

人達の日本人に対する印象にしても、「日本人は何処に行っても、日本人だけで集まっていて、その国

の社会に溶け込もうとしないし、言葉やマナーを覚えようとはしない」など、周りとの協調性やコミュ

ニケーションが乏しい事を感じているようです。 
 
 いずれにしても、集団の中で他人と心を通じ合えない、他人の気持ちを理解出来ない、相手の立場に

立って物事が考えられない、と言う事は、一人前の社会人としての人間性をそなえていない事になり、

ときには迷惑人間として社会からも周りの人達からも相手にされなくなってしまいます。これは不幸な

事ではないでしょうか。言い換えれば、私達が幸せな人生を築く為には、まず他人や社会と協調出来る、

豊かな人間性を育む事が大切なのです。 
 
 「胃の中の蛙、大海を知らず」とか「可愛い子には旅をさせよ」と言うことわざが有ります。自分だ

けの殻に閉じこもっていては、自分の周りの小さな世界がすべてだと思い込んで、広い視野に立った正

しい判断も出来ません。つまり自己中心、他人の事が考えられない人になってしまいます。ですから私

達は、社会を知り社会の中へ積極的に飛び込んで行く事によって、周りの人達との連帯感や協調性が身

につき、他人の事を思う気持ちも育って行くのです。さらに社会の厳しさに直面する事によって、初め

て自分を抑える忍耐力や、人生を生き抜くためのバイタリテーも備わるものだと思います。 
 このように豊かな人間性は、人との触れ合い、社会を知る事で育まれるのではないでしょうか。失敗

をおそれずに、何事にも全力を持ってチャレンジしていこうでは有りませんか。 

国際ロータリー              

第２５６０地区 ２００９－２００年度   

ガバナー        植木 康之 
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2009-10 年度国際ロータリー第２５６０地区・第 7 分区ＩＭ開催報告 
 
                      開催日： 9 月 12 日（土） 

会 場： ホテル糸魚川 
第 7 分区アシスタントガバナー 
         大島 證道 

去る 9 月 12 日に、第 7 分区の IM が、ホスト糸魚川ロータリークラブで開催されま

した。 
221 名の多くの方々から、登録戴いたもので、盛会裏に開催することができました。

分区内 9 クラブのロータリーの仲間が一堂に会しての情報交換・勉強の場として、加え

て、参加くださった方々の親睦交流とロータリアンとしての知識を広める機会でありま

した。また、IM 開催方法として、様々な実施方法が考えられましたが、最近の状況か

ら、環境問題重視の観点から、地域環境について、糸魚川ジオパークを取り上げさせて

戴きました。 
「ジオパーク」とは、大地の遺産を主な見所とする自然の中の公園です。地域の地史

や地質現象がよくわかる地質遺産を多数多数含むだけでなく、考古学的・生態学的もし

くは文化的な価値あるサイトも含む明瞭に境界を定められた地域であります。 
糸魚川ジオパークは、ユネスコから認定された世界ジオパークの仲間入りをしており、

24 のジオサイトがあります。その中から、参加くださった皆様から美山公園・博物館

のフォッサマグナミュージアムの見学をして戴きました。また、同館長補佐の宮島氏か

ら「地球の環境について考えよう」“糸魚川ジオパーク”と題し、講演して戴きました。

情報交換・勉強の場・親睦交流を深めて戴いた懇親会で、所期の目的が達成され、有意

義、かつ、実りの多い IM であったと、参加くださった方々からの言葉に、関係者喜ん

でおります。 
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RI2009-2010 年度 識字率向上セミナー出席報告 
 

日時：2009 年 9 月 16 日（水） 
14：00～16：30 

会場：ポップ イン アミング（尼崎市） 
 

                 地区識字率向上コーディネーター（地区副幹事） 
倉部 一郎（柏崎東 RC） 

 
2009 年 9 月 16 日（水）午後 2 時から 4 時 30 分にわたり尼崎市のホテル「ポップ イ

ン アミング」で識字率向上セミナーが開催されました。第 1～3 ゾーンの関係者（各

地区ガバナー・ガバナーエレクト、各地区識字率向上コーディネーター、各地区国際奉

仕関係者 対象）55 名が参加いたしました。 
まずはじめに、RI 理事の黒田正宏氏より開会の挨拶があり、RI の識字率向上のリーダ

ーである重田政信 元 RI 理事（元 2560 地区ガバナー高崎北）より識字率向上の意義

についてお話がありました。 
次に、第 3 ゾーンの元コーディネーター田中毅氏（尼崎西）、および現コーディネータ

ーの石井良昌氏（尼崎西）より世界の現状とロータリーの取り込みについてのお話があ

りました。その後、以下の 3 件の事例報告がありました。1.「識字プロジェクトの可能

性―台湾」富岡義勝氏（2830 地区・八戸）、2.「タイの小学校図書室改修とその充実」

古澤照明氏（2660 地区・豊中）、3.「タイ北部図書支援と識字率向上をめざして」原田

善之氏（2680 地区・高砂青松）。 
セミナーの内容につきましては、次のようなことであったと理解しています。 
1. 世界には、現在約 8 億人の非識字者がおり、内 3 分の 2 は女性、4 分の 3 は発展途

上国の人であり、成人の 5 人に 1 人、15 歳以上 4 人に 1 人が非識字者であること。 
2. 識字率向上運動の今日的な意義は、単に人道的なものだけでなく、人類の生き残り

を脅かすものを排除してゆくところにある。つまり、人口増加、地球環境、貧困、

武力紛争、エイズ等感染症、麻薬、犯罪、その他多くの問題と深い関係にあり、非

識字は諸悪の根源であること。 
3. ロータリーでは、識字率の向上を目指し様々な活動を展開している。オーストラリ

アのロータリアンにより開発された CLE（集中言語能力助長プログラム）は、ロー

タリー財団の 3-H 補助金とマッチング・グラントを通じて、多くの国々に普及し、

その役割を果たしてきた。 
4. 事例報告からは学校建設、図書室設置、本や文房具の寄贈等、私たちにできる活動

が多くあることが示された。 
5. 識字率向上プロジェクトがたくさんあるので、地区やクラブで関心を持ち、識字率

向上運動に積極的に加わることが求められる。 
6. IT 全盛の時代の中で、今後は IT 能力も識字能力に含まれるだろうことに留意すべ

きである。 
 
今回のセミナーに参加して、識字率向上運動の意義と運動への参加の必要性を改めて認

識させていただきました。以上報告とさせていただきます。 



所属RC 入会日 氏名 職業

新潟北ＲＣ 2009.9.14

加茂RC 2009.10.8

津南RC 2009.9.14

新井RC 2009.10.7

新井RC 2009.10.7

2009年11月主要行事予定

ライラ研修会

28 新潟南RC50周年 ホテルオークラ

7日 長岡東RC50周年 ホテルニューオータニ長岡
8日 新井RC50周年 新井市総合文化ホール
17～20日

木村　孝貴

長谷川 宣一 村山　正幸

木村 孝貴

池田興産（株）代表取締役社長

（有）幸葉産業代表取締役

長谷川総建（株）代表取締役

加茂郵便局局長

池田 喜一郎

ロータリー研究会（東京） グランパシフィックメリディアン

ロ ー タ リ ー 財 団 月 間
1日
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池田　喜一郎

長谷川　宣一

奥沢　裕之

奥沢 裕之

村山　正幸

期間中に、事務局へご連絡戴いた会員様は、次の方々です。(順不同）

（株）木村板金工業代表取締役社長



第2560地区　2009-10年度　9月末時点出席報告

7月1日
現在

9月末日
現在

女性 増減
7月1日
現在

9月末日
現在

女性 増減

第1分区(9クラブ) 87.69 327 335 21 8 第５分区(７クラブ) 90.73 322 325 25 3

1 新発田 3 99.09 78 79 0 1 36 長岡 4 88.71 42 44 2 2

2 村上 4 81.25 33 34 6 1 37 柏崎 4 100.00 46 45 0 -1

3 水原 3 86.90 24 24 0 0 38 長岡東 4 81.51 74 74 6 0

4 中条 4 89.29 34 35 2 1 39 柏崎東 3 100.00 47 47 2 0

5 新発田城南 4 94.77 43 45 4 2 40 栃尾 5 86.90 20 21 0 1

6 豊栄 4 92.00 24 25 3 1 41 長岡西 4 83.14 47 48 4 1

7 新発田中央 4 83.52 43 44 1 1 42 柏崎中央 3 94.82 46 46 11 0

8 中条胎内 4 85.58 25 26 2 1 第６分区(6クラブ） 85.34 150 155 8 5

9 村上岩船 3 76.81 23 23 3 0 43 十日町 4 98.14 27 29 0 2

第2分区(9クラブ) 87.49 398 404 18 6 44 小千谷 4 74.99 35 37 4 2

10 新潟 4 90.38 78 83 0 5 45 雪国魚沼 4 79.30 23 23 2 0

11 新潟東 4 89.66 54 54 0 0 46 十日町北 4 94.22 26 26 1 0

12 新潟南 4 79.32 72 71 0 -1 47 津南 3 94.40 24 25 1 1

13 佐渡 3 93.00 14 14 0 0 48 越後魚沼 4 71.00 15 15 0 0

14 新潟西 3 93.33 29 30 0 1 第7分区(9クラブ) 87.08 331 345 17 14

15 佐渡南 4 88.64 44 44 5 0 49 高田 4 100.00 75 78 0 3

16 新潟北 3 76.98 38 38 0 0 50 直江津 4 92.79 51 52 3 1

17 新潟中央 4 87.50 28 28 2 0 51 新井 4 67.56 37 38 2 1

18 新潟万代 3 88.62 41 42 11 1 52 糸魚川 3 78.60 33 33 0 0

第3分区(6クラブ) 78.78 162 164 8 2 53 妙高高原 3 88.89 7 9 0 2

19 新津 4 84.27 25 26 1 1 54 高田東 3 89.00 40 40 2 0

20 村松 4 81.25 8 8 0 0 55 糸魚川中央 4 77.70 36 39 0 3

21 五泉 4 76.80 27 28 3 1 56 頸北 4 96.10 16 16 1 0

22 白根 4 79.63 54 54 1 0 57 越後春日山 4 93.12 36 40 9 4

23 新津中央 4 86.81 36 36 2 0

24 阿賀野川ライン 3 63.90 12 12 1 0

第４分区(11クラブ) 81.03 402 403 23 1

25 三条 4 90.43 55 55 0 0

26 燕 3 77.38 29 31 1 2

27 加茂 4 81.93 36 36 5 0

28 三条南 3 93.64 54 54 0 0

29 分水 4 87.01 36 34 2 -2

30 見附 4 71.00 17 18 0 1

31 吉田 4 85.30 41 41 5 0

32 三条北 4 78.39 67 68 4 1

33 巻 4 75.00 18 16 0 -2

34 田上あじさい 4 62.50 8 8 2 0

35 三条東 4 88.75 41 42 4 1

純増減会員数

当月平均出席率

57

2,092

2,131

120

39

85.47

クラブ数

7月1日現在会員数

9月末日  現在会員数

女性会員数

R　　　C
会　員　数　

R　　　C
会　員　数　例

会
数

出
席
率

例
会
数

出
席
率


